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平成28年歯科疾患実態調査より。年代別のインプラント患者の割合が示されている。15歳以上では全体の2.4％となっており、
年代別では65～69歳が最も多く、今後患者さんの高齢化にともない来院困難患者の増加が予想される。
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補綴装置の装着の有無と各補綴装置の装着者の割合

　1965年にペル・イングヴァール・ブロ
ーネマルク教授（スウェーデン：1929～
2014）により人体にはじめて応用され
た口腔インプラントは、現在世界各国
で多くの患者さんがその恩恵を受け
ています。我が国でも、平成28年歯科
疾患実態調査（図1）によると15歳以
上の2.4％、つまり15歳以上の人口で
換算すると300万人近い人の口腔内
にインプラントが存在していることに
なります。
　また、同調査で最もインプラント患
者が多い年齢層は65～69歳となって

はじめに
おり、今後患者さんが70代、80代と年
齢を重ねた場合に通院困難になること
も容易に予想できます。今、ご自分が
担当され、定期的なメインテナンスを
受けている患者さんが来院できなくな
った場合、どう対応しますか？　患者さ
んにとってどんな選択肢があるかを説
明されていますか？
　患者さんの今後を見据えた対応が
求められる今、あらためて、患者さん
の口腔内にあるインプラントに問題
が生じていないか、上部構造の形態
は清掃性の観点から修正の必要がな

いか、少し視野を広げて見ることが求
められています。メインテナンスを担
当する歯科衛生士は、歯科医師よりも
長い時間患者さんに接することになり
ます。患者さんの要望や問題点を発
見し、その問題点を歯科医師、歯科技
工士、コ・デンタルスタッフと共有し、
対策を検討することに貢献できる職種
であると考えます。そういった側面か
らも、日々患者さんとの良好な関係構
築に努めることが求められます。
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　患者さんにとってインプラント療法
は、長期にわたり口腔内で機能し、患
者さんの生活を支えるパートナーのよ
うな存在と言えます。治療後、患者さ
んに害をなすものであってはならない
でしょう。
　では、良好な状態で長期間ご使用い
ただくためには、どのようなことに注意
しなければならないのかを考えてみま
しょう。
　患者さんの全身的、局所的状態を把
握したうえで、感染対策を厳守し、適

　患者さんにとって異物となりうるイ
ンプラント体を、患者さんの顎骨内に
残してくる治療であることは、忘れな
いでください。患者さんが長期間使用
する土台となるものであり、詳細な計

切な埋入手術を行い、オッセオインテ
グレーションを獲得することと、その
状態を持続させることは必要不可欠で
す。そのうえで、適合性が高く、清掃
性を考慮した上部構造の製作・装着が
なされ、適切な咬合が付与されている
ことが大切で、その状態を維持するた
めには、定期検診が不可欠です。セル
フケアとプロフェッショナルケアによ
る口腔衛生管理を含め、定期的な来院
が必要となることは、治療を開始する
前から患者さんに説明し、協力を得な

画のもと行われるインプラント埋入手
術で使用する器材は、全て適切な滅菌
処理が施され、それらを感染管理厳守
で使用することが大切です。

ければならないでしょう。
　そして、もし患者さんが来院困難と
なった場合、こちらから出向く「訪問口
腔ケア」ということも選択肢の一つに
なりますし、場合によっては患者さん
の居住地近くの歯科医院へ引き継ぎ
を依頼することもあります。処置を行
った施設の責任において、埋入したイ
ンプラントの種類やサイズ、上部構造
の材質などの情報提供を行い、連携を
とりながら患者さんを支えていくこと
が求められます。

口腔インプラントを長期安定使用するために大切なこと

インプラント埋入手術時は、滅菌
が施された器材を適切に展開し使用する。
直接介助に入るアシスタントは、滅菌ガウ
ン、滅菌手袋、マスク、キャップ、ゴーグル
（またはフェイスシールド）を着用する。

インプラント埋入手術の風景。清潔域、不潔域の区分
けを厳守し、徹底した感染管理のもと行う。患者さんが長期使
用するインプラントであるからこそ、大切な工程であることを
忘れてはならない。

図2 図3

①感染対策を厳守したインプラント埋入手術（図2、3）
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上部構造製作過程で、清掃性の確認を行う。プロビジョナルレストレーション使用時には、歯間ブラシやデンタルフロスを問題な
く使用できているかなど、患者さんのセルフケアの状態を見極め、必要に応じて形態修正を行い、その形態を上部構造へ移行する。プロビ
ジョナルレストレーションと同じ種類、サイズの歯間ブラシやデンタルフロスが上部構造でも使用できるかを確認する。

図4

　適合性の高い上部構造では、患者さ
んが口腔内で使用した後に外した場
合、アバットメントに接するシリンダー
面に汚れの付着は認められません。そ

の外周にプラークの付着が認められ
ていたとしても内面は汚れていませ
ん。不適合の上部構造では、撤去後の
シリンダー内面に汚れの付着を認めま

す。長期間、良好な状態で使用するた
めには、上部構造は、高い適合性と、
高い清掃性を備えていなくてはなりま
せん。

適合性の確認（図5）

適合性の良い上部構造（左写真）では、
サブマージドカントゥアー部にプラークの付
着が認められても、アバットメントと接するシ
リンダー面には認められない。不適合の上部
構造（右写真）では、シリンダー内面に汚れの
付着（矢印部分）が認められる。

図5

　インプラント上部構造が装着された
後は、定期検診とプロフェッショナルケ
アの実施は欠かせない大切なことで
す。前述したように、治療開始前から
患者さんに説明し協力を得る必要があ
ります。来院時には、患者さんの口腔

内の変化のみならず、全身状態の変化
や服用薬の変化、ご自身やご家族の社
会的な状況の変化なども確認します。
ご家族の介護や、受験、転勤など様々
な社会的要因の変化によるストレスや
体調不良などから、セルフケアが不良

になる可能性も考慮し、その時々に応
じた対応が求められます。また、定期
検診やプロフェッショナルケアを行うこ
とで、口腔内に生じた問題点を早期に
発見、対処し、問題の悪化を回避するこ
とが期待できます。

③定期検診・プロフェッショナルケアの実施（図6、7）

　上部構造製作過程では、清掃性の
確認を行います。プロビジョナルレス
トレーション使用時に患者さんのセル
フケアを見極め、必要に応じて形態修

正を行い、その形態を最終上部構造に
反映させます。患者さんが普段使用し
ている清掃用具が、適切に使用できる
かを確認します。

ルシェロ 歯間ブラシ ルシェロ フロス

②適合性・清掃性の高い上部構造の装着

清掃性の確認（図4）
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定期検診の実施は、インプラント
治療で欠かせない大切なことであるため、
治療開始前から患者さんに説明し協力を得
る必要がある。来院時には、口腔内のみな
らず、全身状態の変化や服用薬の変化、社
会的な変化などの確認を行う。

定期的なプロフェッショナルケアの
実施により、インプラント部に問題が生じた
場合も、早期に発見し対処することができる。
また、患者さんのセルフケア励行を促す。

図6 図7

　患者さんの高齢化や体調の変化に
より、いままで定期的に通院していた
患者さんが、来院できなくなることが
あります。患者さんが通常通り通院し
ているときから、訪問口腔ケアや近医
への転院などいくつかの選択肢を伝
え、患者さんが選択できるように準備
をしておくと移行がスムーズにできる
でしょう。
　訪問口腔ケアに伺う場合には、事前
にご本人、患者さんのご家族や施設に

許可をいただき、かかりつけ医師や訪
問看護師などとの多職種連携が必要
となります。訪問前に、電話による患
者さんの体調確認、主訴確認を行い、
持参する器材を準備します（図8）。ま
た訪問する側も、体調管理を行い、ワ
クチンの規定回数接種が完了している
ことや、毎日の検温など訪問前にチェ
ックします。もし患者さんや、訪問する
側に体調不良が生じている場合には、
スタッフの変更やスケジュールの変更

を行います。
　訪問口腔ケアでは、患者さんの居宅
や居室に入る前に個人防護具（マスク・
キャップ・ガウン・手袋・ゴーグルまた
はフェイスシールド）を着用し、処置後
は退室後に脱衣し全てビニールに入
れ持ち帰ります（図9）。処置中の換気
にも十分注意し、可能な限り窓を開け
るなどの対応をします（図10）。

④訪問口腔ケアへの移行や、近医への引き継ぎ

患者さんが来院困難になった場
合、訪問口腔ケアは選択肢の一つである。
多職種連携が必須で、事前に患者さんの体
調、主訴を確認のうえ持参する器材を準備
し伺う。

訪問口腔ケア時には、患者さんの
居宅や居室に入る前に、マスク、キャップ、
手袋、ガウン、ゴーグルまたはフェイスシー
ルドといった個人防護具を着用する。処置
後には、退室後に脱衣し、ビニールに入れ
て全て持ち帰る。

処置中は換気に努め、可能な限り、
許可を得て窓を開けるなどの対応を行う。
訪問口腔ケアに行くスタッフは自身の体調
管理に気を配り、事前のワクチン接種や検
温などを行う。

図8 図9

図10
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　患者さんの生活の場にお伺いして
いるということを常に意識し、不用意
に居室内のものに触れたり移動したり
することはせず、必要があれば必ず許
可を得てから行うようにします。
　実際の口腔ケアを行う際には、処置
前の口腔内の状態観察を忘れずに、で
きれば記録するようにします。もし口
腔内に傷などがあった場合、処置前か
らあるのか、処置中にできたものなの
かの判別にも役立ちます。口腔内が
乾燥していることも多くみられます。
乾燥により汚れが強固に固着してしま

うこともあるので保湿剤の活用は有効
と考えます（図11）。患者さんの残存機
能を活かすことも大切であり、患者さ
ん自身が行えることは行っていただき、
一部を介助することで行いやすくなる
点を提案し介助していきます（図12）。
また、歯科医師が同行しない場合に
は、スマートフォンやタブレットを活用
したビデオ会話による対応は、患者さ
んをより安心させる手段となります
（図13）。
　患者さんや患者さんのご家族が近
医への転院を望んだ場合には、これま

での治療の情報提供に努めなければ
なりません（図14）。特にインプラント
治療では、上部構造を外すための器具
の準備や、コンポーネントの交換が必
要な場合の部品の選択など、事前情報
がなければスムーズに診療が行えな
いことが予想されます。インプラント
治療を行った医院の責任として、患者
さんが安心して治療や検診を継続す
るためには、情報の提供、後任の医院
との連携が重要です。

口腔内の乾燥により、歯牙や舌背に汚れが強固に付着していることがある。保湿剤の活用は、強固な汚れの除去に有効であると
考える。
図11

患者さんの残存機能を活かし、一部を介助する。歯ブラシのハンドル部分にハンドタオルを巻き、輪ゴムで固定し、把持しやすくし
た一例。天然歯とインプラントが混在している場合にも使用できるルシェロ 歯ブラシ I-20 インプラントなどを使用すると良い。

歯科医師が同行しない口腔ケアでは、スマートフォンやタブレッ
トを活用したビデオ通話も有効な手段となる。

図12

図13

オーラルアクアジェル

ルシェロ 歯ブラシ I-20 インプラント
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　超高齢社会である我が国において
は、患者さんが良好な口腔内の状態を
少しでも長く維持するために、多職種
連携による訪問口腔ケアの実施や、後
任の歯科との連携が欠かせないこと
は周知のとおりです。その訪問での処
置を円滑に行うためには、そもそも適
切なインプラント治療が行われている

ことが前提で、それが満たされている
症例では長期間にわたり患者さんの
QOLの維持に貢献することが、多くの
文献からも知られています。しかしな
がらその逆に、不適切なインプラント
治療により困っている患者さんが多く
存在することも耳にします。初診来院
時から、その患者さんと長くお付き合

いすることを考え、患者さんにとって
有益な治療になるよう最善を尽くすこ
とが歯科医療従事者の務めであり、歯
科衛生士は、その一端を担う役割が期
待されています。そのためには何をす
べきかを日々の診療で真摯に向き合っ
ていくことが求められます。

まとめ
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治療を行った医院の責務として、後任の医院への情報提供に
努め、連携を図る。基礎疾患を含むこれまでの治療の経緯や、埋入イ
ンプラント、コンポーネント、上部構造の材質について申し送る。

図14
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